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当院におけるデジタルマンモグラフィについて 
大森赤十字病院 
 出井 愛子 
 
当院におけるマンモグラフィ撮影は健診科依頼の検診撮影と外科依頼の撮影があります。 
年間撮影件数は 2595 件（うち検診 1749 件、平成 23 年度）ですが、現在マンモグラフィを撮影出来る
技師 6 名（男性 4 名、女性 2 名）で対応しています。 
認定取得技師は 3 名（男性 1 名、女性 2 名）ですが、今後マンモグラフィに携わる技師全員が取得する
予定です。 
また、当院では女性技師が 2 名しかいないという現状のため、全ての撮影を女性技師に任せるのではな
く、患者さまに確認してから男性技師による対応もしています。 
年齢の若い方は女性技師が撮影していますが、当院で受診される患者さまの年齢層が割と高めというこ
ともあり、女性技師を希望される患者さまは年間数十名程度です。 
しかしながら、やはり女性特有の検査であり患者さまの気持ちを配慮し女性技師がマンモグラフィを撮
影するようにとの病院側の方針があり、撮影技師の女性化を進めています。 
具体的な採用計画などは決定していませんが、今後欠員が出た際などには女性技師を採用する方向です。 
 
1. 当院の撮影について 
撮影装置：SENOGRAPHE DMR＋（GE） 
CR 読取装置：PROFECT CS（FUJIFILM） 
ドライプリンター：DRYPIX 4000（FUJIFILM） 
読影環境：モニタ診断（FUJIFILM） 
           乳腺外来診察室：5M 2 面 
           放射線科読影室：今後 5M 2 面を導入予定 
 
当院ではマンモグラフィ撮影室を専用で設けています。壁紙を暖色に床張りを木目調とし、照明はダ
ウンライトで明るさを調節して少しでもリラックス出来るよう配慮しています。 
      
 
撮影は検診、精査ともに両側 2 方向（CC、MLO）撮影をしています。精査の場合、撮影時に技師の
判断で追加撮影を行い医師に連絡をしています。 
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検診の場合、検診用の問診票を参照し撮影を行いますが、外科の場合は乳腺外科の医師と作成した問
診票を待ち時間の間に記入していただき、それを参照して撮影を行います。 
以下の項目を、当院では問診しています。 
 
 
2. 技師判断の追加撮影や拡大撮影の現状 
現在、技師の判断による追加撮影を行っていますが、特に判断基準などに取り決めはなく各人の判断
に任されているため個人の能力による判断の不十分さや、撮影室内に高精細の参照モニタが無く、撮影
時に微細石灰化の見逃しがあるといった問題点を抱えています。 
 
3. 読影・カンファレンスについて 
当院では読影補助を行っていません。また、昨年は乳腺外科の医師と放射線科医師によるカンファレ
ンスを 1 度行いましたが、今後は開催未定というのが現状です。 
しかし、撮影技術の向上を目指しカンファレンスや勉強会の開催を検討しています。 
 
4. おわりに 
当院では現在、施設認定取得に向けて動いています。 
今後はマンモグラフィ撮影をする技師の認定の取得とともに、一人一人が撮影技術や精度管理の意識を
高く持つよう努力を続けていきたいと思います。 
 
・マンモグラフィの経験の有無 
・妊娠の有無 
・ペースメーカー、豊胸術、乳がんの手術、授乳、
シャント術の有無 
・症状の有無（具体的に） 
・追加撮影についての同意 
・その他意見、希望等の記入欄 
